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～しなやかなまち福知山を目指して～

主 催 ： 福 知 山 公 立 大 学 地 域 防 災 研 究 セ ン タ ー ・ 大 門 研 究 室主 催 / 福 知 山 公 立 大 学 地 域 防 災 研 究 セ ン タ ー ・ 大 門 研 究 室 後 援 / 福 知 山 市

～しなやかなまち福知山を目指して～

概要：https://www.fukuchiyama.ac.jp/institutions/bosai/

問合せ：大門研究室 daimon-hiroaki@fukuchiyama.ac.jp右記QRコードより申込フォーム

にてお申込みください

締 切 ： 令 和 5 年 1 2 月 8 日 （ 金 ）

講師 :宮前 良平氏

参加
無料

記憶を復興する
―岩手県野田村被災写真返却お茶会の事例から考える―

～しなやかなまち福知山を目指して～

第5回のセミナーでは、水害や津波で流出した写真を洗浄し持ち主に返却する現場で出会った事例をもとに、復興とは何かにつ
いて考えていきたいと思います。東日本大震災後の被災写真を返却するボランティア活動の取り組みから、ただ元に戻すでも、新
しくつくりなおすでもない復興のあり方を考えてみませんか。

第6回のセミナーでは、災害から命を守るために、意外と見落とされているような点に着目します。実は災害直後に避難をする
ことだけが防災ではないようなのです。近年の災害の事例をみながら、災害復興の中で地域でどのようなことができるのかを皆
さんと一緒に考えたいと思います。

福山市立大学都市経営学部講師。博士（人間科学）。専門は災害心理学、グループ・ダイナミックス。
東日本大震災の被災地である岩手県野田村に通い、津波で流された写真の返却活動に従事。ま
た、2018年西日本豪雨の被災地である愛媛県西予市野村町にも通い、日本酒の再生による復
興にも取り組む。著書に『復興のための記憶論―野田村被災写真返却お茶会のエスノグラフィ―』
など。

市民交流プラザふくちやま 3-1（3階）場 所

定 員 20名

日 時 令和５年12月8日（金）１8時～１9時

復興で命を守るために
―避難「後」の防災の事例から―

大阪大学大学院人間科学研究科・准教授。博士（人間科学）。新潟県中越地震、東日本大震災、熊
本地震などを主なフィールドとし、「内発的な復興はいかに可能か」をテーマに研究。共編著に、
「現場でつくる減災学」（新曜社、2016年）がある。東大阪出身、1984年生まれ。

講師 :宮本 匠 氏

市民交流プラザふくちやま 3-1（3階）場 所

定 員 20名

日 時 令和５年12月22日（金）１8時～１9時

第5回

【復興期】

第6回

【復興期】



第 回7

第 回8

第 回9

第 回10

第 回11

令和6年1月19日（金）

王 文 潔 氏

第7回のセミナーでは、2016年熊本地震と2019年西日本豪雨被災地で立ち
あげられた地域食堂の事例から、寄せ集められた資源を創意工夫し、被災者も含
めた住民の居場所づくりの技法について考えます。災害時に地域の資源を活かし、
どのような支援ができるかを考えてみませんか。

令和6年

2月9日（金）

令和6年

2月23日（金）

令和6年

3月8（金）

突然の自然災害や災害に対する準備と知識は、私たちの生活や地域の安全を守るために欠かせません。
当セミナーでは、各テーマごとに講師に専門家の先生をお招きし、幅広い視点からのアドバイスや情報を提供
していただきます。ご家族やご友人と一緒に、地域の安全を共に考える機会として、ぜひご参加ください！

次 回 以 降 の セ ミ ナ ー の ご 案 内

復興期

大阪大学 人間科学部・助教

香川大学 創造工学部・准教授

地域食堂から学ぶ
「ありあわせ」の技法
―熊本地震と西日本豪雨被災地での事例から

避難スイッチの作り方
―福知山市の事例から見る早期避難の試み

災害ボランティアの力を借りるために
―多様な（なんでもありの）活動の事例から

対応期

講師：大門大朗 氏 （福知山公立大学地域経営学部・准教授）

100年続ける防災活動？住民が飽きないための地域
防災の工夫―「検証」が難しい巨大災害に取り組む高知県黒潮町の事例から

講師：松原悠氏（滋賀大学データサイエンス・AIイノベーション研究推進センター・助教）

大学と地域の防災連携
―福知山公立大学地域防災研究センターの事例から

福知山

講師：水口学 氏（福知山公立大学地域防災研究センター・センター長）

ブリコラージュ

準備期

差し替える

令和6年1月26日（金）

準備期

第8回のセミナーでは、気づいたら逃げ遅れてしまう可能性のある水害を対象
に、前もって避難の基準を考えておく取り組みである「避難スイッチ」について、福
知山市での事例を中心にそのポイントを整理します。あなたの地区の「避難スイッ
チ」、一緒に考えてみませんか？

竹之内 健介氏

今後のセミナーも配信していく予定です。是非ご視聴ください！
ただし、セミナーによっては見逃し配信を行ないません。見逃し配信を行なわない場合は、
セミナーアーカイブのページに内容を記載しておりますので、そちらをご参考ください。


